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基調講演 ｢いま､なぜ教養教育か - <高度一般教育> の理念と構想｣






















































発見 して､それを粘り強く独創的 ･創造的に考えていくことのできる知性｡第二番目は criticalthinking｡ 自分自
身の生き方や学問や仕事の全人類に対する寄与について､その可能と限界とを冷静に見極める､そういう優れた意味
での批判的な思索力｡そして第三番目は､言うなれば internationalintellectとでも申しましょうか｡単に言語的















































































済的 ･社会的 ･政治的要請に応えるスローガンとして利用されたにすぎません｡ わずかに1947年 (昭和22年)から
2､3年の間だけは､例えば､上原専録とか南原繁といったごく少数の識者達によって､大学における教養教育の重
要性が強調されました｡その熱っぽさにつきましては､私ども昭和一桁世代はちょうど旧制中学から新制高等学校､







































































う. それは例えば､- ほんの一例としてあえて申し添えることでありますが- さきほど冒頭で触れました､本セ



































































したから､ リベラル ･エデュケイションというのは自由民 ･自由人のための教育でございました｡かのジョン･デュ











































で言及しましたように､現代のさし迫った人間存在そのものの危機について､勝 れ た 意味での批判を実践的に行ずる
ところの､その当の主体たるべきものこそ即ち ｢教養｣でなければなりますまい ｡ な ればこそ､長大な人篤史を通 じ














う状況下では､すべてのものの自明性が崩壊 しつつあり､すべてが questionableになりつつある｡ そういうただ中












ございません｡ 絶えずクウェスチョン･マーク付きの ｢開かれた問い｣(offeneFrage)でなければなりません｡ し
たがって､この ｢人間存在｣とは何かという開かれた問いを､各ディシプリン独自の立場からそれぞれに問い続ける
ことが､今後の学問としては不可欠であることをここで強調したつもりであります｡
つづいて第 [Ⅱ]の個所｡各ディシプリンは今日それぞれの学問的立場から､人間存在を改めて問い直すことを通
じて､専門学問としての自明性を改めて構築し直す必要に迫られていることになります｡すなわち､自らの学問が人
類社会に対して何を貢献できるのか､その反面､いかなる危険や問題や災厄さえもたらしかねないのか- こういっ
た自己省察を通 じて自らの学問のアイデンティティを､改めて建て直す必要があるでありましょう｡
さて､そこで第 [Ⅲ]の部分にまいりますが､そもそも大学における教育は､すべて創造的な学問研究の裏付けが
●
なければなりませんが､上に見たごとき各ディシプリンごとの新たな学問的チャレンジないし創造は､それに基く教
●
育の面にも直接的に反映し､京都大学全体として総合的に見ますと､そこに新たな教養教育としての ｢高度一般教育｣
の目標が､自ずと顕わに見えてくると思います｡それは､学生一人ひとりの胸奥に "humanisticattitude"を啓培 ･
滴養することであり､そしてそれはまた､最終的には ｢人間｣というものを真に尚ぶ思想と実践のクリエーションに
つながってゆくであろうと思われます｡今ここで､時間がありませんので非常に端的な言い方をいたしますならば､
｢高度一般教育｣としての教養教育が個々の学生の内面に究極的に啓倍しようとするところのものは､｢人間がより人
間らしく在ること｣｢より人間らしく生きること｣-の憧憶と畏敬であり､またそれ-の勇気と意志である､ と言っ
てよいでありましょう｡
たい-ん端折りましたが､以上でひとまず私の発言を終わりたいと思います｡なお､お手許の [参考資料 2､3]
は､本E]お話 しました内容のいわばキーワ～ズにあたると同時にバック･グラウンドでもあるような､｢教養｣ とか
｢人文主義｣についてかねて偶々簡単にまとめておいたものであります｡長い論文なぞよりずっと好便かと思いまし
て､ご参考までにお届けした次第でございます｡やや長くなりました｡ご静聴ありがとうございました｡
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